
災害にそなえる！  命を守る！特集

特集に関する問合せ 防災安全課防災安全グループ    　  ２８・０３５５

１月１日に発生した令和６年能登半島地震では、多くの方の尊い命が失われ、
甚大な被害となりました。豊山町は、被災された方々の支援を行っていきます。

　町では令和６年能登半島地震に関連して、職員を石川県
津幡町及び志賀町に派遣しました。
　派遣された職員は被災地の下水道管や家屋の被害を調
査する任務にあたりました。
　今後も要請に応じて職員を派遣する予定です。

　阪神・淡路大震災では、家屋の倒壊による人的被害が甚大でした。昭和
56年5月以前に建築された木造住宅については、町の補助制度がありま
す。詳しくは12ページをご覧ください。

　防災ガイドブックを読んで、避難所の場所や避難所への経路を休日などを
利用し、昼間と夜間、それぞれ実際に歩いてみて確認しておきましょう。

職員派遣について

義援金にご協力ください
　令和６年能登半島地震の被災者を支援するため、役場庁
舎及び社会教育センターに義援金箱を設置しました。皆様
のご支援ご協力をお願いします。
※町職員が、一般家庭等に義援金の振込みを求めることはありません。
　義援金詐欺にご注意ください。

木造住宅の耐震性は大丈夫？

　個別避難計画は、災害時に「ひとりで非難が困難な方」が迅速に避難できるよう、「避難場所・避難経路」
「必要なサポート」「誰がサポートするか」などを事前に検討し、準備しておく取組です。詳細は防災安全課
までご連絡ください。

個別避難計画を作ってみませんか？

ペットのために備えましょう！
　災害が起きた時、ペットを守れるのは飼い主だけです。災害時はペット
と一緒に避難する「同行避難」が原則です。避難所生活に備え、少なくとも
５日分以上のペットフードやケージの準備が必要です。
　普段から最低限のしつけやケージに慣らす訓練をしておきましょう。
　詳しくは広報とよやま2月号9ページをご覧ください。

防災ガイドブックを確認すべし！

　災害が起きた時をイメージして、家の中に危ないものや注意することは
ないか、日頃から確認しておきましょう。
・万が一倒れてきたら危ない向きの家具はないか
・避難路をふさいでしまうものがないか

家具の転倒防止をすべし！

備蓄・持ち出し品を準備すべし！
　備蓄品、非常持出品の置き場所や中身を確認しておきましょう。
食品や飲料の場合は賞味期限を、ラジオなどの機器の場合は故障
がないかなど、定期的なチェックが必要です。
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◆※写真はともに被災地に派遣された職員が撮影したもの

▲石川県津幡町（つばたまち）の被害の様子
　「転倒した灯籠」

▲石川県志賀町（しかまち）の被害の様子
　「倒壊した家屋」
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